
本書は，わが国における最高レ
ベルの整形外科診療・研究を展開
している東大整形外科および関連
施設のスタッフの執筆による，整
形外科初期・後期研修医(レジデ
ント)向けの手引書である．2014
年の初版から 6 年ぶりに改訂さ
れ，近年の整形外科医療の進歩に
即応した up-to-date な内容と
なっている．
一方，整形外科医療には，骨

折・脱臼の処置，関節内注射，手
術基本手技，周術期管理，イン
フォームドコンセントなど，昔か
ら変わらない基本事項がある．レ
ジデントにとっては，それらこそ
最初に身に付けるべきものであ
り，整形外科医としての基盤とな
るものである．本書の前半の「総
論」ではこれらの基本事項が丁寧
に解説されている．さらに，他書
にはみられない「治療法選択にあ
たってのガイドライン，文献の使
いかた・調べかた」「カンファラ
ンスでのプレゼンテーション」
「学会発表(症例報告)の意義とそ
の方法」などもレジデントにとっ
てはうれしい項目であろう．極め
つけは，本改訂版から新たに加
わった「整形外科の基本必須事
項」である．ここには東大整形外
科において長年にわたり語り継が
れてきた心構え，べからず集が列
挙されている．「治療方針に迷っ
たら，自分の大切な人にならどう
するかを考える」「医師は『大丈

夫だろう』と思っても，看護師は
『何かある』と患者の変化をとら
える」「3 椎体以上にまたがる椎
体炎は結核性を疑う」などの箴言
や教訓が散りばめられている．そ
れは，あたかも何十年にもわたっ
て注ぎ足されてきた老舗のタレや
スープのように味わい深く，また
貴重なものである．
後半の「各論」では，脊椎・上

肢・下肢疾患，腫瘍，関節炎，骨
粗鬆症，ロコモティブシンドロー
ムなど，レジデントが知っておく
べき整形外科疾患について，図や
写真を多用して，簡潔かつ明快に
解説されている．それぞれの疾患
について，「問診で確認すべきポ
イント」「主訴」「行うべき評価・
検査」「画像診断のポイント」「治
療」「予後」「患者説明と指導」
と，実際の診療の流れに沿った構
成になっている．その過程におい
て，いかに著者が診断し，治療方
針を立て，どのような点に気をつ
けながら治療を進めたか，という
思考過程を読者が追体験すること
ができる．本書の帯に，「わたし
たちの頭の中お見せしまーす」と
いうキャッチフレーズが書かれて
いるが，まさに本書執筆陣の最高
レベルの頭脳をのぞくことがで
き，そこから多くのことを学ぶこ
とができる．その意味では，本書
はレジデントのみならず専門医に
とっても有用なマニュアルである
といえる．

本書はスマートフォンより一回
り大きい程度のまさしく携帯サイ
ズである．今や，「携帯」は携帯
電話やスマートフォンの代名詞と
なったが，本書もまた，診療の合
間や，出張の移動中，当直室の
ベッドの中などあらゆる場面にお
いて，もう一つの「携帯」として
活用できる価値ある一冊である．
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